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令和３年第２回臨時会令和３年第２回臨時会
　四万十市議会第２回臨時会は、１０月１５日に１日間の会期で開催されました。「令和３年度補正予算」２件
の議案が提出され、慎重に審議をおこないました。

議案
番号 件　　　　名 結果

令和３年度四万十市一般会計補正予算について（第６号）

令和３年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第３号）について

１
２

全会一致可決
全会一致可決

令和３年１２月定例会令和３年１２月定例会
　四万十市議会１２月定例会は、１２月６日に開会し、１２月２１日までの１６日間の会期で開催されました。今期
の定例会には、「専決処分の認定」１件、「令和３年度補正予算」１０件、「条例の改正」９件、「その他」４件、「諮
問」２件の議案が提出され、慎重に審議を行いました。
　一般質問では、１４名が「環境施策」、「大学誘致」、「無電柱化」などについて質問を行いました。

議案
番号 件　　　　名 結　　果

専決処分の承認を求めることについて

（令和３年度四万十市一般会計補正予算（第７号））

令和３年度四万十市一般会計補正予算（第８号）について

令和３年度四万十市一般会計補正予算（第９号）について

令和３年度四万十市国民健康保険会計事業勘定補正予算（第２号）について

令和３年度四万十市国民健康保険会計診療施設勘定補正予算（第４号）について

令和３年度四万十市後期高齢者医療会計補正予算（第１号）について

令和３年度四万十市と畜場会計補正予算（第１号）について

令和３年度四万十市介護保険会計保険事業勘定補正予算（第２号）について

令和３年度四万十市水道事業会計補正予算（第２号）について

令和３年度四万十市下水道事業会計補正予算（第１号）について

四万十市行政財産の目的外使用に関する条例

四万十市公共用財産管理条例の一部を改正する条例

四万十市行政組織条例及び四万十市職員定数条例の一部を改正する条例

四万十市情報公開条例の一部を改正する条例

四万十市立学校設置条例の一部を改正する条例

四万十市国民健康保険条例の一部を改正する条例

四万十市印鑑条例の一部を改正する条例

四万十市駐車場条例の一部を改正する条例

四万十市立まなびの館条例を廃止する条例

字の区域及び名称の変更について

公の施設の指定管理者の指定期間の変更について（蕨岡生活改善センター）

公の施設の指定管理者の指定について（カヌー館、四万十ひろば、四万十市林業研修施設）

公の施設の指定管理者の指定について（道の駅「よって西土佐」）

令和３年度四万十市一般会計補正予算（第10号）について

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（橋田　まや 氏）

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（岡田　志津 氏）
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諮問１

諮問２

全会一致承認

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

賛成多数可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致可決

全会一致同意

全会一致同意

第15号議案

宮本

幸輝

白木

一嘉

宮﨑

努

安岡

明

大西

友亮

川村

一朗

平野

正

上岡

正

山崎

司

谷田

道子

垣内

孝文

西尾

祐佐

酒井

石

松浦

伸

川渕

誠司

上岡

真一

山下

幸子

廣瀨

正明

寺尾

真吾

小出

徳彦

議長 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 欠席 〇 × 〇 〇 × 〇

議案の賛否の状況

市議会だより
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＝議員の一般質問に関する記事の原稿は、質問議員自らが項目を選定し作成しています＝

地域経済の立て直しと若者支援の推進を！地域経済の立て直しと若者支援の推進を！
安
岡
　
明
　
議
員

答
弁

質
問

生
き
る
力
を
育
む
教

育
の
推
進

看
護
大
学
開
学
に
よ

る
経
済
効
果

ア
オ
ノ
リ
の
陸
上
養

殖
等
四
万
十
川
河
口

域
の
新
た
な
活
用
策

経
済
活
性
化
へ
の
大
学

誘
致
だ
が
効
果
を
あ
げ
る
為

に
は
市
民
、
特
に
地
元
と
の
協

力
関
係
を
築
く
事
が
大
切
。
こ

れ
ま
で
の
疑
問
や
不
安
の
解

消
に
つ
い
て

　
　
大
学
誘
致
は
下
田
地
区

の
将
来
へ
向
け
た
活
性
化
、
本

市
の
地
方
創
生
に
寄
与
す
る

施
策
と
し
て
進
め
た
が
、
学
校

再
編
や
防
災
対
策
に
心
配
や

負
担
を
お
か
け
し
た
。
下
田
地

区
の
指
定
避
難
所
等
に
つ
い

て
は
学
校
法
人
と
市
、
地
区
で

三
者
協
定
に
向
け
協
議
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
大
学
と
地
域

住
民
の
良
好
な
関
係
が
重
要

な
た
め
意
見
交
換
会
も
考
え

て
い
る
。
安
定
的
な
学
生
の
確

保
に
つ
い
て
は
学
校
法
人
の

入
学
希
望
調
査
で
定
員
の
３

倍
以
上
か
ら
受
験
し
た
い
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

答
弁

質
問
　
　
こ
れ
ま
で
地
下
海
水
に
よ

る
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
陸
上
養
殖

推
進
に
つ
い
て
提
案
し
て
き
た

が
そ
の
後
の
事
業
化
へ
の
進
捗

と
、
河
口
汽
水
域
の
産
卵
場
所

を
生
か
し
た
新
た
な
事
業
化
に

つ
い
て

　
　
四
万
十
川
の
水
産
資
源

は
近
年
不
良
傾
向
、
特
に
ス
ジ

ア
オ
ノ
リ
は
壊
滅
的
な
状
況
。

地
下
海
水
に
よ
る
ア
オ
ノ
リ

の
陸
上
養
殖
は
、
調
査
・
研
究

を
進
め
る
と
し
て
５
月
に
室

戸
の
施
設
を
訪
問
、
市
の
担
当

者
及
び
指
定
管
理
者
か
ら
現

状
や
施
設
稼
働
へ
の
課
題
等

を
伺
っ
た
。
来
年
度
か
ら
休
校

答
弁

質
問

質
問

中
の
校
舎
等
を
活
用
し
試
験

的
な
栽
培
を
検
討
し
て
い
く
。

テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
昨
年
度
、
中
土

佐
町
の
養
殖
事
業
を
視
察
。
本

市
で
の
事
業
化
に
向
け
て
は

課
題
も
多
く
、
今
後
さ
ら
な
る

調
査
・
研
究
が
必
要
と
な
る
。

　
　
中
学
校
再
編
問
題
の
最

終
結
論
の
分
析
に
つ
い
て

　
　
７
月
26
日
臨
時
教
育
委
員

会
に
て
下
田
中
学
校
の
再
編
方

針
を
決
定
。
令
和
４
年
４
月
に
再

編
す
べ
き
と
の
方
針
を
基
本
に

現
１
・
２
年
生
の
う
ち
望
む
な

ら
令
和
５
年
度
末
ま
で
下
田
小

校
舎
に
移
設
し
下
田
中
学
校
を

存
続
。
残
る
こ
と
を
選
択
し
た
生

徒
は
望
ま
し
い
教
育
環
境
で
は

な
い
が
十
分
認
識
し
た
上
で
選

択
さ
れ
た
と
解
し
て
い
る
。

　
　
統
合
問
題
の
中
で
新
し
い

環
境
に
な
じ
め
る
か
不
安
の
声

も
あ
る
。
本
市
の
い
じ
め
・
不

登
校
生
の
状
況
と
対
策
に
つ

い
て

答
弁
　
　
平
成
25
年
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
制
定
以
来
積
極

的
な
取
り
組
み
に
よ
り
認
知
件

数
は
増
加
し
た
が
重
大
事
案
と

さ
れ
る
い
じ
め
は
数
年
起
こ
っ

て
い
な
い
。
不
登
校
も
こ
こ
数

年
増
加
傾
向
で
、
本
市
に
お
い

て
は
不
登
校
担
当
者
を
中
心
に

担
任
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
が
連
携
し
家
庭
訪
問
な
ど

取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
に
登

校
し
づ
ら
い
子
ど
も
達
の
居
場

所
と
し
て
旧
田
野
川
小
学
校
に

「
ふ
れ
あ
い
学
級
」
を
開
設
、
ま

た
中
村
西
中
学
校
に
は
不
登
校

担
当
教
員
配
置
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
「
適
応
指
導
教
室
」
を
設
置
し

て
い
る
。

四万十川河口汽水域

下田中学校は下田小学校へ

↑
一
般
質
問
の
動
画
は
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま
す
。

市議会だより




